
　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長に対して質問し、時には是正を求めながら、新たな施策の提案や意見を述べ、村
政をより良い方向へ導くものです。

一般質問とは

問　
避
難
場
所
の
確
保
状

況
は
。

答　
12
月
１
日
現
在
で
、

約
１
３
０
箇
所
・
約
３
７ 

０
０
０
人
分
強
が
確
保
済

み
で
年
内
に
は
全
村
民
分

の
避
難
所
が
３
市
内
に
確

保
で
き
る
見
込
み
。

問　
避
難
所
に
関
わ
る
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
が
課
題
と

認
識
し
て
い
る
が
。

答　
村
と
避
難
先
自
治
体

と
の
役
割
分
担
や
避
難
所

開
設
順
位
を
定
め
る
こ
と

で
軽
減
を
図
り
、
避
難
が

必
要
に
な
っ
た
段
階
か
ら

自
衛
隊
や
電
気
事
業
者
、

県
や
国
に
対
し
て
支
援
を

要
請
す
る
。
災
害
時
の
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
民
間

警
備
会
社
と
応
援
協
定
の

問　
村
民
の
生
活
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
や
少
子
高
齢

化
に
伴
っ
て
、
村
営
の
合

同
墓
建
設
の
要
望
は
日
増

し
に
高
ま
っ
て
い
る
。
村

民
の
墓
地
に
関
す
る
意
識

調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
い
か
に
。

答　
お
墓
に
対
す
る
住
民

の
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
、
８
月
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
８
３
６

人
の
村
民
か
ら
回
答
が
あ 

っ
た
。
約
48
％
の
方
々
が

合
葬
式
の
墓
地
や
納
骨
堂

を
希
望
し
、
約
84
％
の
方 

々
が
村
営
合
同
墓
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見

で
は
、
従
来
の
墓
地
の
継

承
者
に
関
す
る
将
来
的
な

問 避難場所の確保状況は

問 合同墓建設の村民意向と対応は

答 年内に全村民分を確保できる予定

答 早期の整備着手に向け取り組む

締
結
に
向
け
て
調
整
中
。

問　
議
員
へ
の
説
明
や
住

民
へ
の
周
知
・
理
解
活
動

の
計
画
は
。

答　
議
員
に
は
、
防
災
会

議
の
開
催
前
に
説
明
す
る
。

周
知
は
、
原
子
力
安
全
対

策
懇
談
会
で
の
意
見
も
踏

ま
え
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
分
か

り
や
す
い
パ
ン
プ
レ
ッ
ト

の
作
成
・
配
布
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
周
知
活
動
を

考
え
て
い
る
。
住
民
に
は

初
動
・
避
難
行
動
・
避
難

先
を
理
解
い
た
だ
き
、
自

宅
以
外
で
情
報
入
手
で
き

る
こ
と
が
避
難
の
実
効
性

向
上
に
繋
が
る
。
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新政とうかい

三
み

上
か み

　修
おさむ

　議員

新政とうかい

吉
よ し

田
だ

　充
み ち

宏
ひ ろ

　議員

不
安
や
負
担
感
の
意
見
が

最
も
多
く
見
ら
れ
た
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
も
、
村
営
合
同
墓
の
設

置
を
求
め
る
住
民
ニ
ー
ズ

の
高
さ
を
改
め
て
確
認
し

た
。
村
民
の
意
向
に
対
す

る
今
後
の
対
応
は
い
か
に
。

答　
今
後
、
合
同
墓
の
導

入
を
見
据
え
て
、
規
模
や

種
類
、
長
期
的
な
観
点
か

ら
の
財
政
運
営
の
試
算
等

を
と
り
ま
と
め
た
基
本
計

画
を
策
定
す
る
。

　
住
民
の
皆
様
の
期
待
に

沿
え
る
よ
う
、
早
期
の
整

備
着
手
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

一

般

質

問
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